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私の推しは、「シジュウカラ」です！ 
 

選んだ記事：日本経済新聞 2022 年 6 月 30 日付 

見出し：鳴き声は文章「鳥語」発見◇シジュウカラを観察、単語や文法を世界

で初めて証明◇鈴木俊貴 

 

①この記事を選んだ理由と考えたことを書いてください。 

  

鳥語の発見は世の中の考え方を大きく変える可能性がある。人間だけが言葉

を話すという考えは、他の動物より人間が優れているという考えにつながり、

人間中心の社会形成の後押しをしてきた。しかし、鳥語の発見はこうした社会

に疑問を投げかける。地球の小さな生き物の尊厳があることを私達人間に強く

訴えている。 

 

②あなたの「推し」について、ファンをもっと増やすためにはどのようにした

ら良いでしょうか？宣伝方法やアイデアなどを具体的に（誰に、どんな風に、

どうしたらいいかなどを）書いてください。 

 

 私はこの研究を生かして鳥とコミュニケーションをとってみることを提案す

る。普段の生活で人間と野鳥とのかかわりはあまりない。そこで、この研究で

分かっている文章や単語の音声を流して、実際にコミュニケーションをとって

みたらどうだろう。機械の名前は犬の「バウリンガル」ならぬ「トリリンガル」。

これに、鳥が反応することでコミュニケーションがとれたらとても面白いと思

う。例えば「集まれ」という意味の「ヂヂヂヂ」を流して集まってくる様子を

観察したり、聞こえてくるシジュウカラの声を翻訳することができたら推しは

きっと増えると思う。そして地球に生きる小さな生き物に対する敬意や環境へ

の配慮がもっとうまれるのではと考える。 




